
毎日の食事や買い物のなかで、食べきれず捨てられるもの、まだ食べられるのに廃棄されているもの、
いわゆる『食品ロス』が全国的な問題になっています。
『食品ロス』を防ぐために、私たち一人一人が今できることを考えてみませんか。

買
い
す
ぎ
な
い
、
余
ら
せ
な
い
、

食
品
の
無
駄
を
な
く
そ
う
！

　
あ
れ
も
こ
れ
も
つ
い
買
い
す
ぎ
て
冷
蔵
庫

の
中
が
、
ぎ
っ
し
り
と
い
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
買
っ
た
食
べ
物
を
余
ら
せ
て
捨

て
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
消

費
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
食
べ
残
し

て
し
ま
っ
た
り
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し

た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

食
品
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
主

に
食
品
関
係
の
事
業
者
や
、
家
庭
か
ら
出
て

い
ま
す
。
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
年
間
で
２

８
０
０
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
食
品
ロ
ス
は
６
３
２
万
ト

ン
で
、
全
体
の
約
23
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
均
す
る
と
一
人
当
た
り
１
日
に
１
３
６
ｇ

の
食
品
ロ
ス
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
茶
碗
１
杯

分
に
相
当
し
ま
す
。
毎
日
こ
れ
だ
け
の
食
品

を
捨
て
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
い
か
に
無
駄

が
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

もったいない!!
食事や買い物のなかで、食べきれず捨てられるもの、まだ食べられるのに廃棄されているも
る『食品ロス』が全国的な問題になっています

『食品ロス』を減らそう！

燃えるゴミの内訳

１人当たりの１日に出る
ごみの量（単位：ｇ）

生ごみ類
６割紙・布類

３割
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0
旧
岱
明
町

和
水
町

南
関
町

長
洲
町

食
品
ロ
ス
を
減
ら
せ
れ
ば…

　
家
庭
で
大
切
な
食
べ
物
を
無
駄
な
く
消
費

し
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
で
き
れ
ば
、
ご
み
の

量
を
減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
無
駄
な
買
い

物
が
減
り
、
家
計
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
は
、

ご
み
全
体
の
量
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が

り
、
町
の
ご
み
処
理
費
用
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
無
駄
に
燃
料
も
燃
や
す

こ
と
も
な
く
な
り
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

　
生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
資

源
ご
み
保
管
庫
の
活
用
や
、
「
3
0
1
0
運

動
」
な
ど
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
町
全
体
の
ご

み
を
減
量
し
て
い
く
に
は
、
皆
さ
ん
の
一
人

一
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。
多
く
の
人
が
減

量
・
分
別
の
取
り
組
み
を
行
え
ば
、
大
き
な

成
果
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
・
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

生ごみを減らすための3つのポイント「雑がみ」は、まとめて資源ごみ保管庫へ!!

　燃えるごみのおよそ60％が生ごみ類です。水分を多
く含む生ごみは燃えにくく、多くの燃料が必要となりま
す。水分や生ごみを
減らすことは、燃え
るごみの減量化に大
きな効果があります。
　生ごみの水切りや
食べ残しの量を減ら
しましょう。

　お菓子の空き箱、チラシ、紙袋、包装紙、封筒などの
紙類は、「雑がみ」として、まとめて縛る・紙袋などに
入れて縛って、お住いの区資源ごみ回収運動として、地
元の「資源ごみ保管庫」に出しましょう。

宴会の料理を食べきろう!　3010運動
　「本日の宴会は、開始30分間と終了前10分間に
は、自分の席に着いて、料理を残さずに楽しみましょ
う」と、幹事の声かけで宴会が始まります。このよ
うな光景が全国で広がり始めています。

●開始30分と終了10分前は料理を食べる
　「3010運動」とは、宴会のときの乾杯後30分と
宴会終了前の10分間は、自分の席に座って料理を残
さずに食べようというシンプルな取り組みです。
　職場や各種団体などの宴会では、上司や知人・友
人へのあいさつに回ることも多く、宴会の料理に手
を出すタイミングを逃がしてしまうこともしばしば。
そのまま料理の食べ残しにつながることを解消する
取り組みが、この「3010
運動」です。
　食べ残しが多くなりがち
な宴会でも、食品ロスを削
減できる工夫があります。

①水切りはしっかりと
　生ごみは多くの水分を含み、
その水分もごみの重量になり
ます。三角コーナーや水切り
ネットを利用して、しつかり
と水切りをしましょう。

②食べ残しを減らそう
　食べられるのに捨てられる
食品が多くあります。食品を
期限内に使い切るようにする
ことで、食べ残しをしない習
慣を身につけましょう。

③生ごみ処理機補助
　生ごみを減量化するため、
町では「生ごみ処理器補助制
度」を設けています。生ごみ
を堆肥化して、ごみ減量と資
源の有効活用を図りましょう。問　住民環境課　環境対策推進係　☎78-3122
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